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Multiple Intelligences Perspectives from Japanを執筆して 
 

日本MI研究会 
 

Howard Gardner (Harvard 認知心理学、教育学教授), Jie-Qi Chen(Erikson Institute 教授), そして

Seana Moran (Stanford 大学主任研究員) が編集した“Multiple Intelligences around the World”が

2009 年 7 月に Jossey Bass, WILEY から出版されました。Gardner が発見した 7 つの Intelligence

が“Frames of Mind: The Theory of Multiple Intelligences”(1983 年)の中で発表され、26 年が経ちま

した。驚くことに、Multiple Intelligences Theory (MI 理論)は世界中の教育関係者ばかりでなく、

ビジネスの分野の人々にも益々支持され実践者も増加しています。そこで Gardner は MI 理論

が世界各地でどのように実践されているかについて総括を行うことにしました。 

“Multiple Intelligences around the World”は世界中の MI 理論の代表的な実践者との共著です。北

米はもとより、南米、ヨーロッパ、アジア大陸の国々から 42 人の実践者がそれぞれの国の文

化背景、教育の変遷を紹介し、現在、教育が直面する課題について述べています。その解決策

として MI 理論を導入した経緯、実践方法、実践結果、そして MI 理論に対する評価等を報告し

ています。これは MI 理論の専門書であると同時に、MI 理論を実践していくうえでのエピソー

ドも書かれ、読者に読みやすくなっています。日本 MI 研究会も協力を要請され、日本での実

践について報告をしました。 

“Multiple Intelligences around the World”はMI理論実践方法の宝庫です。MI理論についてお知りになり

たい方にもお薦めです。初心者向けに説明が平易になされ理解を深めることができます。世界の教育

事情が簡潔に収められていますので、教育従事者また将来、教育に従事したい方には有益な情報源で

す。国別の章立てですから、興味関心のある国を抽出して読めます。歴史、政治、経済、文化が与え

た教育への影響を探求する上でも有益な一冊です。教育とは何か、教育者は何をするべきかがMI理

論を軸に展開され、グローバルな教育観を読み取って頂ければ幸いです。 
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